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1　はじめに
　8月15日といえば日本人にとっては「終戦記念日」であるが、隣国の大
韓民国にとっては「光復節（クワンボクチョル）」＝日本による植民地支配
からの解放を祝う記念日である。2011年8月15日、筆者はソウルに滞在
していた。テレビでは光復節にちなんだ特別番組が数多く放送されていた。
日本統治時代における朝鮮の人々の苦難の歴史が描かれ、侵略者である日
本がいかに卑劣な行為を行ったかを見ることができた。
　そんな中、韓国の3大放送局の1つであるSBS（ソウル放送）で放送さ
れた約1時間の特別番組は180度違った視点から日本人を描いており、他
の番組とは一線を画していた。番組名は「8・15特集ドキュメンタリー朝
鮮独立の隠れた主役日本人独立闘士たち（原題：8．15号唱叫許呈忍昇唱釧
舎｛≧手斜日本人号摺早朴号）」。日本統治時代に日本政府から逆賊扱いされ
ながらも、朝鮮人のために命をかけて正義を貫き通した3人の日本人の生
涯にスポットを当てたドキュメンタリーである。3人の日本人とは大逆事件
の幸徳秋水、大逆罪で死刑判決を受けた金子文子、そして明治法律学校出
＊よしだ・ちぐさ／中央図書館事務室
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身の人権派弁護士である布施辰治（明治35年卒業）である。番組放映後の
韓国内での反響はたいへん大きかった。
　同番組の制作にあたっては日本からも多くの個人、研究機関、大学が協
力し、明治大学からは本学副学長（和泉キャンパス担当）の山泉進・法学
部教授と図書館が協力した。ここに同番組制作協力について報告するとと
もに、同番組の3人の主人公のうち本学が資料提供をした布施辰治、金子
文子について触れたい。
2　取材の申し込み
2011年6月16日、SBSより本学図書館に以下の取材申し込みがあった。
（1）目的
　　SBSでは毎年8月15日の独立記念特別番組を企画しており、今回は「日
　　本人の独立運動家」というテーマで企画している。幸徳秋水、金子文子、
　　布施辰治を中心に番組が構成されており、日本人でありながら朝鮮の
　　独立運動に大きな影響を与えた日本人の物語を制作予定。
（2）撮影資料
　　布施辰治に関する資料
3　取材
　6月27日、SBSからは同番組の監督で報道本部報道制作部次長イ・ビョ
ンテ記者をはじめ総勢5名が来館し、終日取材を行った。取材は、元明治
大学図書館員で布施辰治研究家の中村正也氏の全面的な協力を得て行った。
（1）布施辰治にっいて
　　　ここで、布施辰治の生涯について簡単にまとめてみたいi　ii　li　iV　V。
　　　布施辰治は1880（明治13）年宮城県石巻市の農家に生まれた。1902
　　（明治35）年明治法律学校を卒業し弁護士となり、社会的弱者の立場に
　　立って弁護活動や社会運動を行った。1933（昭和8）年、1939（昭和
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14）年の2度にわたって逮捕、起訴され投獄された。そして1932（昭
和7）年に弁護士除名（1933［昭和8］年皇太子誕生恩赦により資格復
活）、1939（昭和14）年には仙台弁護士会の弁護士登録を抹消（昭和
20年活動再開）されたが、その信念を曲げずに活動を行った。1921（大
正10）年には山崎今朝弥（1901［明治34］年明治法律学校卒業の人権
派弁護士）らとともに自由法曹団を創立したVi。自由法曹団は現在も活
動中であり、2011年に創立90周年を迎えた。
　布施は明治法律学校時代に朝鮮人・中国人の留学生と交流した経験
から、国内だけでなく朝鮮、台湾にまで広げて弁護活動を行っている。
日韓併合には当初から反対し朝鮮独立運動に共感しており、多くの独
立運動家の弁護活動を無償で引き受けた。こうした活動から韓国では
“日本版シンドラー”とも呼ばれ、2004年日本人初の大韓民国建国勲
章を受章している。
　また朝鮮解放後の1946（昭和21）年4月には、朴烈（バク・ヨル）
ら在日朝鮮人の独立運動家らと共同で「朝鮮建国憲法草案私稿」を執
筆し、『世界評論』に発表している。序文の中で布施は「この世に生を
享けた多数人類の一人として筆者が、人民をゴマカスための古事記や
日本書紀のような国造りのお伽話でなく、真に人民の心を揺り動かす
啓蒙のための国造りに参与する憲法草案を私稿する歓びは、筆者の存
在を世紀に記念するものであることを光栄とし、筆者の文化国家建設
に関する理想を高く掲げた執筆なるが故に、実際的には高遠すぎると
言ふものがあるかも知れないけれども、今こそ最も暗いどん底に突落
とされた民族が、少しばかりの黎明にも、その明るさを歓び得る時な
のである。」と述べている。布施の朝鮮独立に対する思いがこめられた
一文であるVi。
（2）本学の布施辰治旧蔵資料について
　　本学図書館の所蔵する布施辰治の旧蔵資料にっいては、中村正也今
　井昌雄（1998）「明治大学図書館所蔵弁護士布施辰治旧蔵資料」Viに詳
　細が書かれている。ここでその内容を簡単にまとめてみたい。1964年
　6月にご子息の布施柑治氏より寄贈された。寄贈の総数は図書が942冊、
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布施の取り扱った事件記録が8箱であった。図書には“布施辰治氏寄贈”
の印が押され、627冊が書庫に、布施の著作物19冊が明大文庫に受け
入れられた゜「。取扱事件記録は事件単位に封筒に入れられ年代順に配列
し、第三書庫に保管している。
　布施辰治の関係資料は、本学の他に朝鮮大学校（東京都小平市）と
石巻文化センター（宮城県石巻市）の3か所に分かれて所蔵されている。
布施が扱った弁護関係資料のうち朝鮮人弁護関係資料については朝鮮
大学校に保管されており、本学には所蔵がほとんど無い。
　取材陣の希望は、布施辰治の弁護関係資料の中でも朝鮮人の弁護関
係資料の撮影であった。本学には朝鮮人弁護関係資料は所蔵が無い旨
を伝えると大いに落胆した様子であった。そのため、その他の布施辰
治関連資料の撮影をすることにした。
　この後、中村氏から「布施辰治旧蔵資料ではないが、布施が弁護を
した朴烈・金子文子大逆事件関係の資料が本学で所蔵されている」こ
とが伝えられると、取材陣の目は輝いた。そして急遽、追加で撮影を
することになった。
（3）金子文子について
　　　金子文子は、同番組の3人の主人公の中の1人である。ここで
　　金子文子の生涯について、布施辰治との関係を中心にまとめてみた
　　いxXiXi　ni　M。
　　　金子文子は1903（明治36）年生まれの社会運動家である。複雑な家
　　庭事情の中で育ち、小学校に入学してからも戸籍に入れてもらえなかっ
　　た。両親の離婚後取り残された金子は叔母に連れられ1912（大正元）
　　年に朝鮮に渡り、7年間を過ごした。日本や朝鮮で差別や抑圧を受ける
　　中で、日本人から差別や抑圧を受ける朝鮮人に共感を持つようになっ
　　たと思われる。1922（大正11）年東京で不逞社を組織した在日朝鮮人
　　の朴烈と知り合ってその思想や活動に共鳴し、同棲する。1923（大正
　　12）年9月関東大震災の際に朴烈と共に検挙され、天皇または皇太子
　　を暗殺する準備をしたという爆発物取締罰則違反の容疑で起訴される。
　　金子と顔見知りであった布施辰治は、やはり金子と顔見知りであった
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山崎今朝弥らと1926（大正15）年2月26日から3月1日まで大審院
特別法廷でこの事件の弁護をした。3月25日、朴とともに死刑判決を
受ける。この事件は大震災時の朝鮮人虐殺を正当化するための政治裁
判の性格が強い。政府は死刑に対する朝鮮人の反発を回避すべく、死
刑判決の10日後、4月5日に恩赦で無期懲役に減刑した。しかし金子
は同年7月23日、宇都宮刑務所栃木支所で自殺した。享年23歳であっ
た。
　布施は栃木の刑務所共同墓地に仮埋葬された金子の遺骨を引き取り、
朝鮮の朴家の墓地に埋葬すべく尽力している。布施は著書『運命の勝
利者朴烈』「vの中で金子が人間の平等性を訴えたことに深く共感してい
る。そして「朝鮮建国濁立運動の最も苦難な時、弱小民族解放運動の
最も堅迫を受けている途上、志半ばに倒れた文子さんの思ひ出を偲ぶ
皆様に、文子さんの志を遂げさせていた5“きたいと思ふ。」と述べ、金
子の獄死について深く悲しみ、追悼の意を表している。
　朴烈は22年間の獄中生活の後、1945（昭和21）年10月27日に出
獄した。12月7日に行われた朴烈の出獄歓迎会で、布施辰治は、歓迎
の辞とともに金子の獄死を悼んで小唄を歌っている。ここに紹介した
い。
文子可愛いや
文子は死んだ
死んだ心が
なほ可愛い
可愛い心を
抱いて寝よ
（4）『被告人朴準植・金子文子　特別事件主要調書』（口絵8参照）
　　　『被告人朴準植・金子文子　特別事件主要調書』は、布施と共にこの
　　事件の弁護をした山崎今朝弥の旧蔵資料の中にある。山崎の旧蔵資料
　　は2004年10月、ご長女の山崎弘子氏より本学図書館に寄贈されたも
　　のだが、裁判記録の他に書籍、新聞、書簡、原稿などがあり、金子文
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子が1926（大正15）年1月22日に市ヶ谷刑務所から山崎に宛てた書
簡も含まれている。
　『被告人朴準植・金子文子　特別事件主要調書』第1分冊～第5分冊
の中には、1923（大正12）年から1925（大正14）年に市ヶ谷刑務所
で作成された金子の尋問調書が収められている。
　撮影は同書第1分冊の中の1924（大正13）年5月14日に作成され
た「第12回尋問調書・金子文子」のうち、金子が当時の皇太子に「爆
弾を投げようとした」という供述部分に集中して行われた。
問其ノ爆弾ヲ誰レニ投ケルト云フノカ
答ツマリ坊チャンー匹ヲヤツ付ケレハ好イノテアリマス
問　被告ハ何故皇太子殿下二其ノ様ナ危害ヲ加へ様トシタノカ
答私ハ豫テ人間ノ平等ト云フ事ヲ深ク考ヘテ居リマス人間ハ人間
　　トシテ平等テアラネハ爲リマセヌ其慮ニハ馬鹿モ無ケレハ倒ロ
　　モ無イ強者モ無ケレハ弱者モ無イ地上二於ケル自然的存在タル
　　人間トシテノ領値カラ云ヘバ総テノ人間ハ完全二平等テアリ從
　　ツテ総テノ人間ハ人間テアルト云フ只一ッノ資格二依ッテ人間
　　トシテノ生活ノ権利ヲ完全二且ツ平等二享受スヘキ筈ノモノテ
　　アルト信シテ居リマス
　イ・ビョンテ記者にこの資料の取材の趣旨を聞いた。「韓国人の大部
分が被害者の立場に立っており、朝鮮を植民地化した日本人は悪者で
あるという先入観にとらわれている。100年前の日本統治時代に、朝鮮
侵略を批判し、朝鮮の独立のために命をかけて闘った日本人が存在し
ていたという事実は、衝撃の事実だ。その事実を、ぜひ韓国国内の人々
に知らせたい。」と熱く語る姿がたいへん印象的であった。
　なおこの資料は、『朴烈・金子文子裁判記録』（黒色戦線社，1977。
最高裁判所所蔵本の複製）湘として刊行されている。山崎旧蔵資料の『被
告人朴準植・金子文子　特別事件主要調書』と完全に一致するかは未
確認である。ただし、本学図書館が山崎旧蔵資料の中に所蔵している『被
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告人朴準植身神状態鑑定書』『被告人金子文子身神状態鑑定書』はこの
複製版の中には含まれておらず、きわめて貴重な資料であると言える。
4　番組の放送
　「8．15特集ドキュメンタリー　朝鮮独立の隠れた主役　日本人独立闘士た
ち」は8月15日午前10時50分より1時間の枠で放送された。
　番組放送後、韓国での反響はたいへん大きかった。インターネットの掲
示板にも「知らなかった」「衝撃だ」「感動した」という内容の書き込みが
多く寄せられた。書き込みの中には布施辰治に関する書き込みも多く見ら
れた。
　なお、同番組を録画したDVDはSBSから寄贈され、本学図書館に所蔵
されている。
5　受賞
　番組終了から数か月後、イ・ビョンテ記者からメールで嬉しいお知らせ
をいただいた。同番組が韓国で3つの賞を受賞したという。
●韓国記者協会　第252回「今月の記者賞」企画報道放送部門
●放送通信審議委員会（大韓民国政府の下部機関）　「今月の良い番組賞」
●韓国放送カメラ記者協会　第25回「韓国放送カメラ記者賞
　企画報道部門　最優秀賞」
　韓国記者協会の「今月の記者賞」は、放送・新聞・雑誌の報道のうち、
社会的に大きな意味があると判断されたものを、有識者や専門家で構成さ
れる審査委員が審査し、毎月1度授与する賞である。記者ならば誰もが一
度は受賞したいと夢見る賞である晩
　放送通信審議委員会は韓国政府の下部機関であり、放送の真贋を審議す
る機関である。委員会では質の高い放送制作を奨励することを目的に、毎
月1度「今月の良い番組賞」を授与している。数多い放送制作従事者の中
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でもこの賞を受賞した人はごく少数であり、たいへん名誉な賞である眺
　「韓国放送カメラ記者賞」は1年間に放送された番組の中で、言論に大き
な影響を与えた報道映像を選定して授与する賞で、カメラ記者にとって最
高に権威のある賞である飛
　イ・ビョンテ記者は受賞の感想として「今
回の受賞は布施辰治や金子文子らに代わっ
て受賞した賞だととらえている。加えて、
彼らの正義の人生を高く評価している多く
の日本人に授与された賞でもあると思う。」
と述べている。
　番組を制作したSBSの方々の努力の成果
が実った受賞である。心からお祝いすると
写真1：韓国記者協会「今月の記者賞」
を受賞するイ・ビョンテ記者（右）
ともに、協力した立場からも本当に喜ばしいニュースである。また、図書
館が所蔵している資料が多くの人を感動させ、大きな影響を与えるのを目
の当たりにして、資料の収集、保存、提供という図書館の使命と存在意義
を改めて実感した。
6　おわりに
　前述のとおり、2004年12月に韓国政府から日本
人初の「建国勲章」が授与されるなど、従来から韓
国における布施辰治に対する評価は高かった。しか
し、決して全国的に知名度が高かったとは言えない。
同番組の放映後、布施の知名度は上がりその評価が
さらに高まっている。折り好く2011年9月には『あ
る弁護士の生涯：布施辰治』（布施柑治著　岩波書店
1963）の韓国語版『叫セ誓碧｛｝哩ゼ叫：王旭剋｛｝
遇立を望薯q早刈1u挫ス回盤（私は良心を信ずる
墓篇響織銘弁
一朝鮮人を弁護した日本人布施辰治の生涯）』（ファン・ソニ翻訳）XXが刊行
された。韓国の書店で偶然この本を手にする人を見かけたとき、筆者は本
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当に嬉しく思った。
　最近では韓流ブーム、K－POPブームが後押しし、日韓関係が大きく変化
している。「近くて遠い国」であった韓国が急速に「近くて近い国」になり
つつあるのを感じる。しかし従軍慰安婦問題、竹島問題など未解決問題も
多く、両国関係が真の友好関係にあるとは言い難い。
　今回、明治大学図書館が同番組の制作に協力したことで、わずかながら
も本学が日韓関係を修復・発展させることに貢献できるよう心から願いた
い。そして同番組を見て、厳しい時代の中でも正義を貫き通した布施辰治
の存在を一人でも多くの人が知り、布施の母校・明治大学で学びたいと思っ
てくれることを期待したい。
i布施柑治『ある弁護士の生涯：布施辰治』岩波書店，1963．（岩波新書，青版一482，A58）．
ii布施柑治『布施辰治外伝：幸徳事件より松川事件まで』未來社，1974．
hi高史明ほか共著『布施辰治と朝鮮』高麗博物館，総和社（発売），2008．
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v山泉進，村上一博編『布施辰治研究』日本経済評論社，2010．
vi森長英三郎『山崎今朝弥：ある社会主義弁護士の人間像』紀伊国屋書店，1972．（紀伊國屋新書，
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　大学図書館紀要』2号，pp．235－281．
ix明治大学図書館編『布施辰治旧蔵本目録』明治大学図書館，1979．
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